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中
国
文
学
論
集
　
第
四
十
五
号

○
講
義
題
目 

平
成
二
十
八
年
度
前
期

 

　
　
　
全
学
教
育
科
目
・
文
学
部
共
通
科
目

基
幹
教
育
セ
ミ
ナ
ー   

静
　
永
　
教
　
授

中
国
語
（
中
級
）
Ⅲ
・
中
国
語
初
歩
Ⅰ 

 
 

（
佐
賀
大
学
）
中
尾
友
香
梨
准
教
授

中
国
語
会
話
Ⅰ
・
中
国
語
作
文
Ⅰ   

鍾
　
　
　
教
　
師

中
国
語
科
指
導
法
Ⅱ   

静
　
永
　
教
　
授

 

　
　
　
文
学
部

講
義
　
白
居
易
諷
諭
詩
研
究   
静
　
永
　
教
　
授

講
義
　
中
国
語
文
法
研
究   

（
言
語
文
化
研
究
院
）
西
　
山
　
教
　
授

演
習
　
千
載
佳
句
所
収
唐
詩
訳
注
（
25
）   

静
　
永
　
教
　
授

演
習
　
世
説
新
語
研
究   

鍾
　
　
　
教
　
師

演
習
　
中
国
近
現
代
文
学
作
品
講
読 

 
 

（
九
州
産
業
大
学
）
呉 

紅
華 

教
　
授

演
習
　
中
国
文
学
研
究
法   

鍾
教
師
・
静
永
教
授

演
習 

六
朝
詩
語
彙
の
研
究   

（
北
九
州
市
立
大
学
）
武
井
満
幹
准
教
授

 

　
　
　
人
文
科
学
府
　

演
習
　
文
選
集
注
曹
植
詩
読
解   

静
　
永
　
教
　
授

演
習
・
博
士
演
習
　
中
国
文
学
研
究
法   

鍾
教
師
・
静
永
教
授

論
文
指
導
　
中
国
語
学
中
国
文
学
の
諸
問
題   

静
　
永
　
教
　
授

彙
　
　
報

 

平
成
二
十
七
年
度
後
期

 

　
　
　
全
学
教
育
科
目
・
文
学
部
共
通
科
目

＊
印
は
他
講
座
教
員
と
の
共
同
オ
ム
ニ
バ
ス
授
業

人
文
学
基
礎
Ⅱ   

静＊

　
永
　
教
　
授

文
系
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
科
目
（
文
学
・
言
語
学
入
門
）   

静
　
永
　
教
　
授

中
国
語
（
中
級
）
Ⅳ
・
中
国
語
初
歩
Ⅱ 

 
 

（
佐
賀
大
学
）
中
尾
友
香
梨
准
教
授

中
国
語
会
話
Ⅱ
・
中
国
語
作
文
Ⅱ   

鍾
　
　
　
教
　
師

 

　
　
　
文
学
部

講
義
　
杜
甫
社
会
詩
研
究   

静
　
永
　
教
　
授

講
義
　
中
国
語
文
法
研
究   

（
言
語
文
化
研
究
院
）
西
　
山
　
教
　
授

演
習
　
千
載
佳
句
所
収
唐
詩
訳
注
（
26
）   

静
　
永
　
教
　
授

演
習
　
世
説
新
語
研
究   

鍾
　
　
　
教
　
師

演
習
　
中
国
近
現
代
文
学
作
品
講
読 

 
 

（
九
州
産
業
大
学
）
呉 

紅
華 

教
　
授

演
習
　
中
国
文
学
研
究
法   

鍾
教
師
・
静
永
教
授

演
習 

六
朝
詩
語
彙
の
研
究   

（
北
九
州
市
立
大
学
）
武
井
満
幹
准
教
授

 

　
　
　
人
文
科
学
府
　

演
習
　
文
選
集
注
鮑
照
楽
府
読
解   

静
　
永
　
教
　
授

演
習
・
博
士
演
習
　
中
国
文
学
研
究
法   

鍾
教
師
・
静
永
教
授

論
文
指
導
　
中
国
語
学
中
国
文
学
の
諸
問
題   

静
　
永
　
教
　
授
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彙
　
　
報

○
学
位
論
文

 
（
二
〇
一
六
年
三
月
学
位
取
得
）

孫
楷
第
目
録
編
纂
考   

︹
修
士
︺
稲
　
森
　
雅
　
子

明
末
浙
東
文
人
銭
文
薦
研
究   

︹
修
士
︺
邵
　
　
　
　
　
劼

パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
が
描
い
た
中
国
の
農
村   

︹
学
士
︺
波
　
留
　
岳
　
人

仁
宗
文
壇
と
柳
永   

︹
学
士
︺
丸
　
尾
　
行
　
雅

趙
雲
考   

︹
学
士
︺
渡
　
辺
　
亜
　
子

 

（
二
〇
一
六
年
九
月
学
位
取
得
）

『
史
記
』
に
お
け
る
項
羽
と
劉
邦
像   

︹
学
士
︺
大
　
平
　
倫
　
嵩

○
中
国
文
藝
座
談
会

第
二
八
五
回
（
二
〇
一
六
年
一
月
三
〇
日
）
於
文
学
部
四
階
会
議
室

六
朝
遊
仙
譚
と
「
桃
花
源
記
」   
松
　
澤
　
日
南
子

『
世
説
新
語
』
の
読
ま
れ
方   
古
　
野
　
亜
莉
沙

李
商
隠
の
詠
史
詩
に
つ
い
て   

南
　
里
　
有
　
哉

イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
の
東
ア
ジ
ア
紀
行
に
つ
い
て   

李
　
　
　
多
　
寅

謝
冰
心
の
見
た
日
中
友
好   

高
　
橋
　
由
　
季

施
蟄
存
と
雑
誌
『
現
代
』   

柏
　
木
　
万
　
里

第
二
八
六
回
（
二
〇
一
六
年
三
月
五
日
）
於
文
学
部
四
階
会
議
室

李
白
の
「
侠
」
に
つ
い
て   

孫
　
　
　
亜
　
秋

荊
州
時
代
の
黄
庭
堅
の
詩
と
薬   

蒙
　
　
　
顕
　
鵬

蘇
詞
集
編
纂
の
は
じ
ま
り
と
変
遷   

原
　
田
　
　
　
愛

白
居
易
遺
詩
遡
源
―
日
傳
『
白
氏
文
集
』
古
抄
巻
六
十
五
巻
考
異
―  

 

査
　
　
　
屏
　
球

第
二
八
七
回
（
二
〇
一
六
年
四
月
二
十
三
日
）
於
文
学
部
四
階
会
議
室

宋
之
問
と
則
天
武
后   

種
　
村
　
由
季
子

元
稹
と
沈
氏
一
族   

長
谷
川
　
真
　
史

第
二
八
八
回
（
二
〇
一
六
年
七
月
十
六
日
）
於
文
学
部
四
階
会
議
室

目
加
田
誠
の
人
生
と
杜
甫
の
詩
情   

静
　
永
　
　
　
健

周
必
大
の
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
編
纂
と
歐
陽
脩
新
発
見
書
簡 

 
 

東
　
　
　
英
　
寿

目
加
田
誠
北
平
時
代
の
写
真
に
つ
い
て   

静
　
永
　
　
　
健

第
二
八
九
回
（
二
〇
一
六
年
九
月
十
七
日
）
於
文
学
部
四
階
会
議
室

服
部
南
郭
の
擬
古
論
―
李
攀
龍
と
の
比
較
を
中
心
に   

陳
　
　
　
　
　
艶

孫
楷
第
に
よ
る
東
京
所
見
中
国
小
説
調
査
に
つ
い
て   

稲
　
森
　
雅
　
子

『
東
文
選
』
所
収
の
辞
賦
類
作
品
の
特
徴
に
つ
い
て   

栗
　
山
　
雅
　
央

第
二
九
〇
回
（
二
〇
一
六
年
十
一
月
四
日
）
於
文
学
部
四
階
会
議
室

阮
歩
兵
詩
詠
的
是
什
麼
懐   

鍾
　
　
　
　
　
東

王
梵
志
詩
集
在
日
本
―
論
山
上
憶
良
与
杜
甫
詩
的
関
係
― 

 
 

静
　
永
　
　
　
健

杜
甫
「
観
公
孫
大
娘
舞
剣
器
行
并
序
」
的
思
想
性 

 
 

（
山
東
大
学
）
馮
　
　
　
建
　
国

第
六
十
四
回
九
州
中
国
学
会
大
会
発
表 

 
（
二
〇
一
六
年
五
月
十
四
日
～
十
五
日
︑
於
活
水
女
子
大
学
）

宋
之
問
の
「
明
河
篇
」
に
つ
い
て   

種
　
村
　
由
季
子
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中
国
文
学
論
集
　
第
四
十
五
号

第
六
十
八
回
日
本
中
国
学
会
大
会
発
表 

 

（
二
〇
一
六
年
十
月
八
日
～
九
日
︑
於
奈
良
女
子
大
学
）

一
九
三
〇
年
代
の
日
中
学
術
交
流
―
孫
楷
第
の
訪
日
調
査
を
中
心
に
―  

 

稲
　
森
　
雅
　
子

第
十
二
届
国
際
辞
賦
学
学
術
研
討
会 

 

（
二
〇
一
六
年
十
月
二
十
一
日
～
二
十
四
日
︑ 

 

於
中
国
湖
北
大
学
・
三
峡
大
学
）

『
東
文
選
』
所
収
辞
賦
類
作
品
初
探   

栗
　
山
　
雅
　
央

孫
文
生
誕
一
五
〇
周
年
記
念
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
「
孫
文
の
国
際
的
な

遺
産
と
未
来
へ
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
招
待
講
演 

 

（
二
〇
一
六
年
十
月
三
十
一
日
︑
於
伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
稲
盛
ホ
ー
ル
）

孫
文
の
福
岡
訪
問
と
九
州
大
学
の
日
中
学
術
交
流
に
つ
い
て 

 
 

静
　
永
　
　
　
健

中
国
文
選
研
究
会
第
十
二
届
年
会
暨
先
唐
文
学
国
際
学
術
検
討
会 

 

（
二
〇
一
六
年
十
一
月
四
日
～
六
日
︑
於
中
国
厦
門
大
学
）

関
於
在
六
朝
以
前
賦
注
的
誕
生
与
展
開
過
程   

栗
　
山
　
雅
　
央

○
社
会
連
携
事
業

市
民
講
座:

目
加
田
誠
先
生
『
北
平
日
記
』
読
書
会
（
大
野
城
） 

 

（
二
〇
一
六
年
度
︑
大
野
城
市
歴
史
を
つ
な
ぐ
事
業
推
進
室
主
催
︑ 

 

於
大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ
会
議
室
）

目
加
田
先
生
『
北
平
日
記
』（
全
八
冊
）
の
う
ち
︑
第
五
冊
・
第
六
冊

部
分
の
会
読
︒
開
催
は
五
月
二
十
八
日
・
六
月
二
十
五
日
・
七
月
九

日
・
八
月
二
十
七
日
・
十
月
二
十
二
日
・
十
一
月
二
十
六
日
・
一
月

二
十
一
日
・
二
月
十
八
日
の
八
回
（
予
定
）   

静
　
永
　
　
　
健

講
演
会
：  

大
野
城
市
目
加
田
家
寄
贈
図
書
整
理
活
用
事
業 

―
目
加
田
誠
と
唐
詩
の
世
界
― 

 

（
二
〇
一
六
年
六
月
十
八
日
︑
於
大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ
）

目
加
田
誠
の
人
生
と
杜
甫
の
詩
情   

静
　
永
　
　
　
健

国
文
学
研
究
資
料
館
「
日
本
語
の
歴
史
的
典
籍
の
国
際
共
同
研
究

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
計
画
」
関
連
事
業
：
近
世
日
本
の
長
崎
・
対
馬
・

薩
摩
と
対
外
交
流
―
情
報
共
有
基
盤
の
構
築
へ
向
け
て
― 

 

（
二
〇
一
六
年
九
月
二
十
一
日
︑
於
九
大
文
学
部
四
階
会
議
室
）

敦
煌
学
に
学
ぶ   

静
　
永
　
　
　
健

○
人
事
異
動

査
　
　
屏
　
球
　  

三
月
三
十
一
日
︑
招
聘
外
国
人
教
師
の
任
期
を
満

了
し
︑
復
旦
大
学
中
文
系
に
帰
任
︒

奥
野
　
新
太
郎
　  

三
月
三
十
一
日
︑
助
教
の
任
期
を
満
了
し
︑
四
月

一
日
︑
岡
山
理
科
大
学
教
育
学
部
講
師
に
着
任
︒

鍾
　
　
　
　
東
　  

四
月
一
日
︑
招
聘
外
国
人
教
師
と
し
て
︑
中
山
大

学
中
文
系
よ
り
着
任
︒

○
会
員
近
著
（
事
務
局
把
握
分
の
み
）

甲
斐
雄
一
『
南
宋
文
人
と
出
版
文
化
―
王
十
朋
と
陸
游
を
め
ぐ
っ
て
―
』  

 

（
九
州
大
学
出
版
会
︑
二
〇
一
六
年
三
月
）

明 

木
茂
夫
（
監
修
・
翻
訳
）『
中
国
音
楽
史
図
鑑
』 

 
 （

劉
東
昇
・
袁
荃
猷
編
著
︑
科
学
出
版
社
東
京
︑
二
〇
一
六
年
六
月
）
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彙
　
　
報

竹 
村
則
行
・
二
宮
俊
博
・
柳
川
順
子
・
橘
英
範
・
諸
田
龍
美
・ 

 
中
尾
健
一
郎
ほ
か
『
杜
甫
全
詩
訳
注
』
全
四
冊 

 
 

（
下
定
雅
弘
・
松
原
朗
編
︑
講
談
社
学
術
文
庫
︑ 

 
 

二
〇
一
六
年
六
月
～
十
月
）

間 

ふ
さ
子
・
呉
紅
華
・
静
永
健
・
稲
森
雅
子
・
中
里
見
敬
ほ
か 

  

『
桌
子
的
跳
舞
：「
清
末
民
初
赴
日
中
国
留
学
生
与
中
国
現
代
文
学
」

日
中
学
術
研
討
会
論
文
集
』
上
下 
  

（
岩
佐
昌
暲
・
李
怡
・
中
里
見
敬
主
編
︑
花
木
蘭
文
化
出
版
社
︑ 

 

二
〇
一
六
年
九
月
）

岡
村
　
繁
『
白
氏
文
集
』
十
二
下 

 
 

（
新
釈
漢
文
大
系
119
︑
明
治
書
院
︑
二
〇
一
六
年
十
一
月
）

秋
吉
　
收
『
魯
迅
―
野
草
と
雑
草
―
』 

 
 

（
九
州
大
学
出
版
会
︑
二
〇
一
六
年
十
一
月
）

 
 

 

前
号
の
訂
正

 

第
四
十
四
号
の
第
四
十
三
ペ
ー
ジ
の
本
文
第
一
行
目
を
次
の

よ
う
に
訂
正
い
た
し
ま
す
︒

 
 

（
誤
）
平
成
二
十
四
年

 
 

（
正
）
平
成
二
十
六
年


